
 

                 

 

 

 

 

１０月２０日は晴天に恵まれ、保護者の皆さまの温かいご声援のもと、本年度の運

動会を開催することができました。今年は、コロナ禍の中、新しいスタイルの運動会

でしたが、皆さまのご協力とご支援により、今年も充実した運動会となりましたこと、

改めてお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。また、当日は、PTA 役

員の皆さんに受付や入場整理、後片付け等にご協力をいただきましたこと、重ねてお

礼申し上げます。 

９月の中旬から、本格的な練習が始まり、休み時間には、いろいろな教室でダンス

の音楽とともに、子どもたちがノリノリで踊るという光景を何度も目にしました。運

動会直前の１週間は、担任団の目の色が変わり、子どもたちへの熱い指導と励ましが

続き、それぞれの学年の活動が仕上がっていく様子が感じられました。それを受けと

めて、子どもたちの中にも自分なりの目標ができあがり、自分たちがどんな姿を運動

会で発揮したいかという目的意識が育っていき、それが集団の力となっていきました。 

運動会当日は、まさに「例年より熱く!! 」、どの学年も最高のパフォーマンスを発

揮してくれました。それぞれの学年の演技を見ていて、子どもたちの頑張りや成長が

見られる大成功の運動会であったと思います。一つの行事に向かってひたむきに努力

した南が丘小学校の子どもたちの素晴らしさをあらためて実感しました。 
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あるお母さんと娘さんの夕食時の話です。お母さんは非常に観察力の高く、普段は

1 分間に１２０回噛む娘さんが、その日は９０回しか噛まないことを発見します。そ

こでお母さんは、「どうしたの？食欲ないの？具合悪いの？顔色悪いわね。」そう言わ

れた娘さんは「そういえば今日は食欲がないかも」と思い始めます。続けざまに、「学

校で何か言われたの？」というお母さんに、「そういえば、学校で友達に嫌なことを言

われた。うまく答えられなかった時に先生にも嫌味を言われた」と、娘さんはその日

を振り返ります。その後もお母さんの原因探しは続きます。「もうすぐ試験よね。自信

がないの？受験生なのに困るわね。・・・でも焦らなくていいわよ。ご飯なんて食べた

くなかったら食べなくていいわよ。具合が悪いときはパッと吐いちゃえば楽になるか

ら。」それを聞いている娘さんはどんどん不安を高めていきます。「たしかにそうか

も。・・・受験どうしよう。吐いちゃえばいいかな」と娘さんが言うと、お母さんが「う

ん」と答え、娘さんはトイレに駆け込み、今まで食べたものを吐いてしまった。（〈森・

黒沢のワークショップで学ぶ〉解決志向ブリーフセラピー【ほんの森出版】より） 

いつもより物を噛まない娘さんを観察していたことはいいのですが、そのことにい

ろいろと原因探りのためにかけた言葉が娘さんの不安感を高め、意識させてしまった。

このことは、私たち大人がよかれと思い、かける言葉で子どもの問題を作り上げてし

まうという例です。 

≪１１月の主な行事予定≫ 

 ２日（月）SC（スクールカウンセラー）来校日 社会見学（5年生） 

４日（水）交通安全教室（１年生）  子ども人権フォーラム 

１０日（火）交通安全教室（２年生）   

１１日（水）交通安全教室（２年生）  委員会活動 

１２日（木）交通安全教室（２年生）  中学校授業見学会（６年生） 

１４日（土）学校公開デー 

１６日（月）学校公開デーの代休 

１７日（火）不審者避難訓練（５限目） 

２０日（金）むかしのあそび交流（１年生） 

２４日（火）中学校部活動体験（６年生） 

２５日（水）SC（スクールカウンセラー）来校日  小中あいさつ運動（～2６日） 

２７日（金）ドリームマップ（５年生） 

３０日（月）SC（スクールカウンセラー）来校日 ドリームマップ（５年生） 

 

 

南が丘地区体育振興会が毎年開催しているウオークラリーが本年度も開催され
ます。地域イベントとして定着している、このウオークラリーがコロナ禍の中、
開催されることは、大変意義深いと思います。イベントにおいて、３密を避ける
のは当然ですが、人と人との心理的な距離までが離れていくのは、避けなければ
ならないと思います。 
話は変わりますが、三重県では、「ソーシャルディスタンス」という言葉は、人

と人との社会的なつながりを断たなければならないと誤解を招きかねず、社会的
孤立が生じさせる恐れがあることから、「フィジカル・ディスタンス（物理的距
離）」に言い換えるよう推奨しています。 
ということから、このような地域イベントには感染対策を講じたうえで積極的

に参加することは、とても大切だと思っています。学校という場所は、ほぼ同じ
世代の子どもが集まり、同世代のコミュニケーションに限られてしまいます。社
会に出た時に、同世代だけが集まる組織や空間というのは、ほとんどないと思い
ます。様々な世代で交流をすることは、コミュニケーション能力の育む機会にな
るとともに、マナーやモラルなど、様々な学びの場になると思います。 
（子どもたちへ） 
私も参加しますので、当日は普段話できないことなどを歩きながら、お話しし

ませんか？なんだか「おっさんと話してもつまらんわ。」という声も聞こえてきそ 
うですが、待っています！！ 

※５のつく日は、安

全５の取組がありま

す。５のつく日がお

休みの日は、お休み

明けの授業日になり

ます。 
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